


一般的な体育館床（ウレタン塗装仕上げ）で感じる「水や汗による滑り」や、

「湿気によるひっかかり」が起こらないため、摺足をしやすい環境を提供することが可能です。

それにより競技者の足腰の負担も軽減され、疲れづらく、質のよい練習の助けとなります。

練習の質の向上に役立ちます

ベアーフットオイルは木材を乾燥から守り、床の「ササクレ」「ヤセ」「ヒビワレ」などの

木材劣化を抑制し、競技者のケガの防止と美観の維持に役立ちます。

木材を保護します

必要となる定期的なメンテナンスを容易に行うことができます。

コツさえわかれば専門的な知識がない方でもセルフメンテナンスが可能です。

メンテナンス性に優れています

武道の特徴的な動きである摺足の滑りや踏込の衝撃のために、

床には適正な滑り摩擦抵抗が求められます。

ベアーフットオイルは武道家の体感を元に調整を行い、素足に最適な滑り性能を実現しました。

ベアーフットオイル仕上げの特徴

武道場の床の仕上げについて



・刷毛（コテバケ・ローラー）・ウエス・霧吹き(メンテナンス用)　

※機械仕上げの場合：大型ポリッシャー（パッドは柔らかいもの）

ポリッシャーにウエスを装着する
（パットはやわらかいもの）

・ほこりや汚れなどの除去、清掃

・木材のキズや損傷の処理または交換

・サンディング処理 ＃80～＃120

※造膜系塗料が塗装済の場合は事前に塗膜の除去が必要です。

※ライン引きは素地調整後に行い、完全に乾燥した状態でオイル塗装を行ってください。

※必要に応じて

１． コテバケ（ローラー）をオイルに浸し、オイルがたれない程度まで十分に絞る。

２． コテバケ（ローラー）で間隔をあけながらオイルを塗布する。

３． ポリッシャーのパッドにウエスを装着し、床面の塗料を塗り広げる。

４． 30分程度放置後、ウエスを新しいものに替え、表面のオイルを拭き取る。

５． 2時間を目安に再度拭き取りを行う。

６． 半日以上経過後、2～4の工程を繰り返す。（オイル使用量は1回目の1/5程度）

７． 翌日、オイルの噴き戻しがないか床面を確認し、あればきれいに拭き取る。７． 翌日、オイルの噴き戻しがないか床面を確認し、あればきれいに拭き取る。

機械仕上げ

塗装

間隔をあけてオイルを塗布

ポリッシャーを使い塗り広げる

素地調整

１． オイルを適量含んだ刷毛等を使用しオイルを塗布する。

２． 15～30分後にウエスで拭き取りを行う。

３． 2時間を目安に再度拭き取りを行う。

４． 半日以上経過後、1～3の工程を繰り返す。（オイル使用量は1回目の1/5程度）

５． 翌日、オイルの噴き戻しがないか床面を確認し、あればきれいに拭き取る。

※噴き戻し…塗布したオイルが木材内部で浸透しきれずに表面ににじみ出てくる現象。

手仕上げ

24時間～36時間（2日以上の養生）

乾燥時は常に十分な換気を行ってください。

乾燥時間

乾拭きによる清掃を行ってください。

木材が傷むため水拭きは避けてください。

普段のお手入れ

用具

塗装方法

塗装間隔の目安






